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河原塚の河原さ ん宅で

地域に密着した健康づくり

保健婦活動

小
山
の
川
野
さ
ん
宅
で

い
つ
ま
で
も
健
康
で
あ
り
た
い
、
だ

れ
も
が
持
つ
願
い
で
す
。

保
健
婦
は
、
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り

を
お
手
伝
い
す
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

家
庭
訪
問
も
そ
の
活
動
の
一
つ
。
新

生
児
を
持
つ
お
宅
、
お
年
寄
り
や
家
庭

で
療
養
中
の
人
が
い
る
お
宅
な
ど
を
訪

問
し
、
育
児
相
談
や
在
宅
療
養
上
の
相

談
な
ど
に
お
答
え
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
地
域
に
密
着
し
た
保
健
活

動
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
、
第
四
次
総

合
五
か
年
計
画
に
基
づ
い
て
、
本
庁
地

区
・
小
金
地
区
に
二
つ
の
保
健
セ
ン
タ

ー
を
設
置
し
、
健
康
づ
く
り
の
拠
点
と

し
て
い
き
ま
す
。

保
健
婦
は
、
健
康
に
つ
い
て
の
身
近

な
相
談
相
手
で
す
。
お
気
軽
に
声
を
掛

け
て
く
だ
さ
い
。
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第 ７５３ 号

消
防
訓
練
セ
ン
タ
ー
の
ご
利
用
を

災

害

へ

の

備

え

は

体

験

か

ら

消
防
訓
練
セ
ン
タ
ー
は
、
い
ざ
と
い

う
と
き
少
し
で

も
被
害
を
防
げ
る
よ
う
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
災
害
体

験
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
施
設
で
す
。

訓
練
セ
ン
タ
ー
で
は
、
だ
れ
に
で
も
で
き
、
い
ざ
と

い

う
と
き
に
役
立
つ
訓
練
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
い
ま

す
。
町
会
や
職
場
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
で
、
ぜ
ひ
訓
練
を

受
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

火
災
や
地
震
な
ど
の
と
き
、

私
た
ち
は
冷
静
さ
を
失
い
、
思

わ
ぬ
行
動
に
走
り
、
か
え
っ
て

被
害
に
遭
っ
て
し
ま
う
こ
と

が

あ
り
ま
す
。

災
害
の
状
況

や
対
処
の
仕
方

を
事
前
に
知
っ
て
い
れ

ば
、
ゆ

と
り
を
も
っ
て

行
動
で

き
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
災
害
体
験

を
し
て
い
た

だ
く
施
設
と
し
て

、

平
成
元

年
に
訓
練
セ
ン

タ
ー
は

完
成
。
こ
の
二

年
間
で

一
万
人

以
上
の
人
が
参
加
し
て

い
ま

す
。

初

期

消

火

が

素

早

く

で

き

ま

す

訓
練
の
主
な
も
の
と
し
て

は
、

ビ
ル
火
災
か
ら
安
全
に
避
難
す

る
訓
練
や

、
煙
（
有
毒
ガ
ス

）

か
ら
の
避
難
訓
練
、
一
一
九
番

へ
の
正
し
い
通
報
訓
練
な
ど
。

毎
年
火
災
原
因
の
上
位
に

顔

を
出
す
の
が
天

ぷ
ら
な

べ
か
ら

の
出
火
で
す
が
、
消
火
器
を
使

っ
た
消
火
訓
練
を
体
験
す
れ
ば
、

こ
う
し
た
火
災
も
あ
わ
て
ず
消

し
止
め
ら
れ
ま
す
。

災
害
か
ら
あ
な
た
の
家
族
を
、

企

業
で
は
お
客
様
や
社
員
の
大

切

な
命
を
守
る
た
め
、
訓
練
セ

ン

タ
ー
で

災
害
体
験
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

惠
五
～
六
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

ま
た
は
団
体
で
、
お
近
く
の
消

防
署
ま
た
は
消
防
局
救
急
防
災

課
指
導
係｛
1
6
3
－
1
1
1
1

番

へ

千
葉
県
議
会
議
員
選
挙
終
わ
る

投
票

率

は
３

９
・
９

４
％

千
葉
県

議
会
議
員
選
挙
は
、

４

月
７
日
に
市
内
九
十
五

力

所
の
投
票
所
で
行
わ
れ
、
開

票
も
同
日
の

午
後
７

時
4
0分

か
ら
運
動
公
園
体
育
館
で
行

わ
れ
ま
し

た
。

松
戸
市
の
選
挙
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。

（
当
日
有
権
者
数
）

男

一
六
三
、
九
六
七
人

女

一
五
九
、
九
八
八
人

計

三
二
三
、
九
五
五
人

（
投
票

者
数
）

男

六
一

、
八
〇
八
人

女

六
七
、
五
七
一
人

計
一
二
九
、
三
七
九
人

（
投
票
率
）

男

三
七
・
七
〇
％

女

四
二
・
二
四
％

平
均

三
九
・
九
四
％

候

補

者

別

得

票

数

当
選
人
水
上
い
つ

ろ
う
氏

二
三
、
五
一
一
票

当
選
人
高
崎
て
る
お
氏

二
二

、
八
〇
四
票

当
選
人
松

本
か
づ
な
氏

一
九
、
二
九
九
票

当
選
人
川
井

敏
久
氏

一

九
、
二
八
六
票

当
選
人

本
清

秀
雄
氏

二
六
、
八
六
六
票

当
選
人
山
ロ
モ
リ
ト
シ
氏

一
三
、
四
四
六
票

次
点

古
田
れ
い
子
氏

一
三
、
二
五
三
票

（
得
票
順
）

黷
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

第18回

こども祭
「
松
戸

市
こ
ど
も
祭
」

が
、
今

年
も
５

月
３
日

向
に
運
動
公
園

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

当
日
は
、
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
・
大
道

芸
・
迷
路
な
ど
た
く
さ
ん
の
楽

し
い
コ

ー
ナ
ー
が
、
皆
さ
ん
を

待

っ
て
い
ま
す
。

※
各
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
事
前
に

申
し
込
み

が
必
要
な
も
の
が

あ
り
ま
す
（
左
表
参
照
）。

※

都
合
に
よ
り
内
容
・
時
間
を

変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

日

時
・・・
５

月
３

日

㈲

午

前
1
0

時

～

午
後

３

時
（
雨

天

決

行

）

会

場
・
＝
運

動

公

園
へ

は
Ｊ

Ｒ

北

松

戸
駅

下

車

、

徒

歩
十

五

分

・

松

戸

高
校

行

き

バ
ス

で

五

分

。

新

京

成
松

戸

新
田

駅

下

車

、

徒

歩
十
分
。
車
で
の
来
場
は

ご
遠

慮
く
だ
さ
い

惠
申
し
込
み
制
の
催
し

物
は
、

４

月
2
5日
閑
ま
で

、
こ
ど
も
課

で
受
け
付
け
ま
す
。

蠢
こ
ど
も
課
育
成
係

コーナ ー 内 容 ・ 会 場 雨 天の場合

ち び つ こ 太 鼓 太鼓のグループが日ごろの練習の成果を発表（自由参加）野 球 場 前 体 育 館

大 道 芸 こままわし･あめ細工･紙芝居を紹介 （自由参加） 野 球 場 前 体 育 館

Ｓ Ｌ ミニＳＬに乗って広場を一周 （自由参加） 正 面 広 揚 中 止

こども対抗リレー 少年少女団体代表８人による男女混合リレー(申 込 制) 陸上競 技場 中 止

う で ずも う 大会 学年別、男女別の12区分による勝ち抜き大会(自由参加)武 道 館 横 剣道場

こ ど も み こ し たるみこし4 台が会場内を練り歩く （申込制･当日受付） 公園内一周 中 止

ヨーヨー 会場内数力所でヨーヨー作りを楽しむ（自由参加） 会場内数力所 体 育 館 前

冒 険 手作りアスレチックを楽しむ （自由参加） 野球場前 中 止

ボーイスカウト冒険 モンキーブリッジ、いかだ乗りなどに挑戦（自由参加）野球場、プール中 止

昔 の 遊 び 創 作 竹細工･わら細工を作り､自由に遊ぶ （自由参加） 野 球 場 練 成 室

バザー 各育成会の不用品を持ち寄り､参加者へ販売( 自由参加) 武 道 館 横 体育館ロビー

地 震 体 験 地震の体験・消火の訓練・大声の測定などで防災知識を得る(自由参加) 左側駐車場 中 止

マ ジッ ク ショ ー ふしぎなふしぎな手品の数々 を間近で見よう(自由参加) 小 体 育 室 小 体 育 室

折 り 紙 かわいい動物・きれいな花などを折方をたくさん覚えよう(自由参加) 談 話 室 談 話 室

こども おはなし
キャラ バン

おはなしキャラバンとこどものキャラバンがでるよ（自由参加) 卓 球 室 卓 球 室

つ な 引 き 少年少女の団体代表ﾁｰﾑ によるつな引き大会(申 込 制) 体 育 館 中 止

長 な わ と び 少年少女の団体チームによる長なわとび大会(申 込 制) 陸上競技場 中 止

迷 路 あなたは上手に脱出することができるかな（自由参加）野球場 中 止

す も う 豆力士による勝ち抜き大会。全国大会に出場するチャンスも。（申込制） 相 撲 場 柔 道 場

クイズ 難問、奇問。最後まで残ることができるかな（自由参加）陸上競技場 体 育 館

軽 ス ポ ー ツ 一輪車・フリスピー・ペタングなど楽しいスポーツがいっぱい（自由参加） 野 球 場 中 止

ガ ー ルス カウト メイポールダンス、バンブーダンスで楽しく遊ぼう（自由参加） 野 球 場 中 止

売 店 ジュ ース､コーラ､ パン､ アイスクリ ーム､ 牛乳
などを 販売

武 道 館 横 武 道 館 横

訓
練
・
体
験
コ
ー
ス

火

災

編

119番通報訓練 火災や救急などを早く正しく通報

煙道・暗中の訓練 ﾋﾞﾙ 火災や地下街火災での煙から安全に避難

避難訓練
避難はしご や救助袋を使って安全に避難す

る方法を知る

消火実験
天ぷら 油による 火災 の実験を通して、 火の

恐ろしさ を学ぶ

消火訓練 消火器などを使って、初期消火を素早く 行う

救急

処置

編

応急 救護訓練 けがや骨折を手当てする

地
震対

策
編

地震体験 起震車での地震体験｡地震のときの火の始末

防災・救急指導車によ
る研修

指導車を使っての研修

視聴覚コ

ース

防火・防災映画研修

講話・座談会

消防職員の訓練を見学

映画やビデオでわかりやすい研修

救助･救出訓練､ポンプ操作訓練など

訓 練 内 容

※訓練メニューはご希望に沿うものを用意します。

児
童
扶
養
手
当
の
申
請
は

さ
れ
て
い
ま
す
か

手

当

を

受
け

る

こ

と

が
で

き

る
人

は

、
次

の

各

号
に

あ

て

は

ま

る

十
八

歳

未

満
の

児

童
（
障

害
児

は
二

十

歳

未
満

）

を

監
護

し
て

い

る
母

、
ま

た

は
母

に

代

わ

っ
て

そ

の
児

童

を

養
育

し
て

い

る

人

（

養

育

者

）
で

す

。

①
父

母

が

婚
姻

を

解

消
し

た

児
童

②
父

が
死

亡

し
た

児

童

③
父

が

重

度
の

障
害

（
国

民

年
金

の

障

害

等
級

一

級

程

度

）
に

あ

る
児

童

で

、
公

的

年

金
の

加

算
対

象
と

な

っ
て

い

な
い

児

童

④
父

の

生
死

が

明
ら

か

で

な
い

児

童

⑤
父

か

ら

一

年
以

上

遺

棄

さ
れ
て

い

る

児
童

⑥
父

が
法

令

に
よ

り

一

年
以

上

拘

禁

さ
れ
て

い

る

児

童

⑦
母

が

婚
姻

に

よ
ら

な

い
で

懐

胎

し
た

児

童

⑧
父

母

と

も
に

不

明
の

児

童

た

だ

し

、
こ

れ

ら

の

条

件

に

当
て

は

ま

っ
て

い

て

も

、

次
の

よ

う

な
場

合

は

、

手
当

の
支
給

が
受
け
ら
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

①
対
象
児
童
が
、
母
の
配

偶
者
（
内
縁
関
係
な
ど
を
含

む
）
に
養
育
さ
れ
て
い
る
と
き

②
対
象
児
童
や
、
手
当
を
受

け
よ
う
と
す
る
母
ま
た
は
養

育
者
が
、
国
民
年
金
（
老
齢

福
祉
年
金
を
除
く
）
・
厚
生

年
金
な
ど
の
公
的
年
金
を
受

け
る
こ
と
が
で

き
る
と
き

一
定
額
以

上
の
所

得
が
あ

る
場
合
、
手
当
の

支
給
が
制

限
ま
た
は
停
止
さ
れ
る
こ
と

が

あ
り
ま
す
。

″
昭
和
6
0年
８

月
１
日
以
降

に
、
上
記
の
支
給
要
件
に

該
当
す
る
こ
と
に

な
っ
た

人
で

、
支
給
要

件
に
該
当

し
た
日
か
ら
五

年
を
経
過

し
た
場
合
に
は
、
正
当
な

理
由
が
あ
る
場
合
を
除
き
、

認
定
の
請
求
が
で
き
な
く

な
り
ま
し
た
。

醺

援
護
課
援
護
係

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童

扶
養
手
当
の
証
書
を
回
収
中

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児

童
扶
養
手
当
の
額
の
改
定
に

伴
い
、
証
書
を
回
収
を
し
て

い
ま
す
。

ま
だ
証
書
を
提
出
し
て
い

な
い
人
は
、
４
月
3
0日
㈹
ま

で
に
必
ず
提
出
し
て

く
だ
さ

い
（
口
座
振
り
込
み
で
受
領

し
て
い
る
人
を
除
く
）。

※

期
日
ま
で

に
提
出

が
な
い

場
合
は
、
現
況
届
審
査
後

の

支
給
と
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

蠢
児
童
扶
養
手
当
り

援
護
課

援
護
係
、
特
別
児
童
扶
養
手

当
＝
し

あ
わ
せ
課
福
祉
係

「
歌
の
街
」
の
放
送
時
間

が

変
わ
り
ま
す

防
災

行

政
用

無

線

局
で

放

送
し

て

い

る
「

歌
の

街

」
の

放

送

時
間

が

、
５

月

１
日

か

ら

ら
８
月
3
1日
ま
で
の

問
、
午

後
６

時
に
変
わ
り
ま
す
。

爬

防
災
課

案内図



1991 年(平成３年)４月２０日

４月29日みどりの日

緑と花のフェスティバルを開催

昨年の緑と花のフェ スティバルから

コーナー 内 容

緑 と 花 の 市 植木･草花･野菜苗の即売会

パ ネ ル 展 示 緑･花･野鳥･松戸の自然等の紹介

模 型 展 示 21世紀の森と広場一文化会館･博物館等

ビデオコーナー 木を植えた男･21世紀の森と広場紹介

緑と花の相談 専門家によるアドバイス

講 演 会 野鳥の講演会

野 点 青空の下でお茶会

工作コーナー 鳥のえさ台作成

ふれあいｺｰﾅｰ ふれあいウォーク･アドベンチャー等

遊びのコーナー 落書き･昔の遊び･グランドボール等

模 擬 店 綿あめ･水あめ･飲み物･弁当･ﾃﾚﾎﾝｶｰ ﾄﾞ

実演コーナー もちつき･おおなべ等

無 料 配 布 花の種プレゼント

４
月
2
9日
㈲
・
み
ど
り
の
日

に
、
「
緑
と
花
の
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
9
1
」
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

こ
の
催
し
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
に

自
然
に
親
し
ん
で

心
豊
か

に
暮
ら
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

昨
年
か
ら
み
ど
り
の
日
に
行
っ

て
い
ま
す
。

当
日

は
、
緑
と
花
の
即

売
会

・
各
種
展
示
コ

ー
ナ
ー
な
ど
、

楽
し
い

催
し
物
を
た
く
さ
ん
用

意
し
て
い
ま
す
。

春
の

一
日
を
皆
さ
ん
ご
一
緒

に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い

。

日
時
・
＝
４

月
2
9日
㈲
午
前
1
0

時
～
午
後
３
時

会
場
Ｔ
運
動
公
園

東
雨
天
決
行
。
車
で
の

ご
来
場

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

蠢

ま
つ
ど
街
と
水
辺
の
緑
化
基

金

。

趣味をふやそう

青少年教室

第１期青少年教室(青少年会館本館)

教室名( 定員) 日 時 費 用 講 師

卓 球 教 室(小３以上30人)

5/12( 日)

と

5/18 ～

7/13 の

毎週土曜日

盂

２で

晶

1,500円 松戸 市卓球協会
五十 嵐一郎氏

将 棋 教 室(小３以上20人) 1,000円 松戸 市役所将棋部
清宮豊氏

マンガ 教室(小3 以上20人) 1,700円 日 本漫画家協 会
高 橋 宏 一氏

海外文通教室(小３以上20人) 1,000円 東葛国際親善クラブ
中 沢 典 子氏

クッキー教室(小４以上20人) 2,700円 お菓子の アト リエ
植本愉利子氏

空手道 教室(小3 以上30人)

5/12 ～

7/14 の

毎週日曜日

高

品

30マ

品

雰

1,000円 統道会空手道連合会
川 上 弘 文氏

作 法 教 室(小３以上20人)

1,200円

松戸市婦人グループ連絡会
島 村 芳 子氏

さいほう教室(小３以上20人) 松戸市婦人グループ連絡会稲本

達子氏
フルート教窒(小４以上20人)
○楽器が必要です。

1,000円 武蔵野音 楽大学講師
高 久 進氏

油 絵 教 室(中1 以上20人) 2,700円 日 本美 術家連盟
安藤育宏氏

春の青少年教室(青少年会館樋野口分館)

教 室 名( 定員) 日 時 贊 用 講 師

パンフラワー教室(小3以上20人) 5/11 ～

7/13 の

毎週土曜日

ﾓF

で

時

2,000円 ミ ガホン アカデミ ー
田 中 元 子氏

袋もの 教室(小3 以上20人) 2,800円 松戸市婦人グループ連絡会戸丸栄子氏

対
象
…
市
内
在
住
・
在
学
の

青
少
年
で
初
心
者

匣
５
月
１
日
収
必
着
で
、
往
復

（

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号

・
学

校

名

・

学
年

・

希
望

教

室

名
を

記

入
し

て

（
一
人

一

教

室
）

、
〒
2
7
0松
戸

市

新

松
戸

南
ニ

ー

ニ

松
戸

青
少

年
会
館
（
・
‘

4
4
－
8
5
5
6

番
）
へ

※
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
抽

選
に
な
り
ま
す
。
結
果
は
各

自
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ご
み
減
ら
し
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

イ

ベ
ン
ト
参
加
者
を
募
集

ご
み
の
減
量

、
再
資
源
化
を

さ
ら
に
進
め

る
た
め
、

ご
み

減

ら
し
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル

を
６
月

２
日
㈲
、
江
戸
川
河
川
敷
で
開

催
し
ま
す
。

当
日
の
催
し
物
の
う
ち
、
た

か
ら
市
の
出

店
者
と
、
ご
み
減

ら
し
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ソ
ン
グ
「
踊

る

ご
み
減
ら
し
」
の
振
り
付
け

コ
ン
テ
ス
ト
の
出
場

グ
ル
ー
プ

を
募
集
し
ま
す
。

併
せ
て

、
ご
み
減
ら
し
に
関

す
る
標
語
、
イ
ラ
ス

ト
も
募
集

し
て
い
ま
す
。

た
か
ら
市
・：
不
用
品
を
持
ち

寄
っ
て
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
。

一
人

で

も
団

体

で

も

参
加

で

き

ま

す

。

振
り

付

け
コ

ン

テ

ス

ト
・：
五

人

以

上

十

五
人

程

度

の

グ
ル

ー

プ
を

募

集
し

ま

す

。
参

加

希

望

者
に

は

、
練

習
用

に

踊

る

ご
み

減
ら
し
の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
・

Ｃ
Ｄ

を
貸

し

出
し

ま

す

。

標
語

・

イ
ラ

ス

ト
・：

ご
み

減

量

・

再

資

源
化

を

よ

び
か

け

る

作
品
を
ハ
ガ
キ
ー
枚
に
一
点
を

書

い
て

く

だ

さ
い

（

一
人

何
点

で

も

可

）
。

応

募
資

格
・：

い

ず
れ

も

市

内

在

住

・
在

勤

・

在

学
の

人

圃
い
ず
れ
も
ハ
ガ
キ
に
、
氏
名

ク

ル

ー

プ
の

場

合
は

代

表

者

名

と

人

数

）・
住

所

・

電

話
番

号
・

市
外

の

人

は

勤
務

先

か

学

校
名

を
記

入

し
て

、
〒
2
7
1松

戸

市
根

本
三

八

七
－

五

松

戸

市

役

所

ご

み

を

減

ら

す
課

へ

クリ ンクルちゃ ん

踊るごみ減らしを 踊る

中部小附属幼稚園の園児たち

市
政
見
学
会
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

市
政

を

も

っ
と

身

近

に

感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

毎
週

水
曜
日
に

、
市
政
見
学

会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

健
康
増
進
セ
ン

タ
ー
や
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
な
ど
主
要

な
施
設
を
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

で
見
学
し
て
回
り
ま
す
。

学
校
・

職
場
・

サ
ー
ク
ル

・
地
域
な
ど
の
仲
間
同
士
で

ご
参
加
く
だ
さ
い

。

日

時
・
：

毎

週

水

曜
日

の

午

前
９

時
か

ら

コ

ー
ス

＝
・
市

役

所
（
集

合

）

～
健
康
増
進
セ
ン

タ
ー
～
公

設
地
方
卸
売
市
場
南
部
市
場

～
消
防
訓
練
セ
ン

タ
ー
（
雨

天

の
場
合
は
消
防
局
）
～
小

金
原
市
民
セ
ン
タ
エ

昼
食
）

～
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
～
資

源
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン

タ
ー
～

市
役
所
（
解
散
）

※
都
合
に
よ
り
コ

ー
ス
を
変

更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

対
象
…

市
内
の
各
種
団
体

定
員
・：
二
十
人

濕

実
施
す
る
月
の
三
ヵ

月
前

か
ら
、
広
報
課
備
え
付
け
の

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て

、
直
接
ま
た
は
郵

送

で
〒
2
7
1松
戸

市
根
本
三
八
七

－

五

松
戸
市

役
所
広
報
課
へ

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
。

抽
選
と

な
り
ま
す
。

壥
広
報
課

あ
な

た
の

健

康

ス

ギ
花
粉
に
過
敏
な
遺
伝
的
体
質
を

持
つ
人
が
、
大
量
の
ス

ギ
花
粉
に
接
触

す
る
と
、
花
粉
症
を
お
こ
す
こ
と
は
よ

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
最
近
は
ス

ギ
花
粉
に
よ
っ
て

皮
膚
炎
が
お
こ
る
こ
と
が
話
題
に
な
り
、

と
く
に
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
の
あ
る
人

に
は
そ
の
皮
膚
炎
が
一
層
強
く
お
こ
り
、

症
状
悪
化
の
一
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ス
ギ
花
粉
に
よ
る

皮
膚
炎
の
特
徴
は

毎

年
春
先
か
ら
は
じ
ま
り
、

と
く
に
風
の
強
い
日
の
外
出

後
に

強
く
お
こ
り
ま
す
。

顔
や
頸
、
上
胸
部
な
ど
の

露
出
し
て
い
る
皮
膚
に
お
こ

り
や
す
く
、
ほ
と
ん
ど
の
人

が
ス

ギ
花
粉
症
を
合
併
し
て

い

ま
す
。

本
人
自
身
、
あ
る
い
は
家

族
の
中
に
、
喘
息
や
ア
ト
ピ

ー
性
皮
膚
炎
な
ど
の
ア
レ
ル

ギ
ー
性
疾
患
の
あ
る
こ
と
が
、
多
い
よ

う
で

す
。
そ
の
症
状
は
、
じ
ん
ま
疹
に

似
た
む
く
み
の
あ
る
紅
い
斑
状
の
皮
膚

炎
で
、
か
な
り
強
い
痒
み
が
あ
り
ま
す
。

は
じ
め
眼
や
鼻
の
周
り
か
ら
お
こ
り
、

次
第
に
頸
や

上
胸
部
へ
と
広
が
っ
て
い

き
ま
す
。

こ

れ
は
風
で
飛
散
し
た
ス

ギ
花
粉

が
、

衣
服
の
襟
な
ど
に
た
ま
っ
て

、
皮
膚
と

長
い

間
接
触
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
お
こ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
花
粉
症
が
あ
る
と
、
涙
や
鼻
汁

を
タ
オ
ル
な
ど
で
ふ

く
た
め
、
眼
や

鼻

の
周
り
の
反
応
し
や

す
い
皮
膚
は
、
摩

擦
に
よ
っ
て

さ
ら
に
症
状
は
悪
化
し
ま

す
。

ア

ト

ピ

ー
性

皮

膚

炎

と
の

関

係

は

ア
ト

ピ
ー
性
皮
膚
炎
は
一
つ
の
症
候

群
と
考
え
ら
れ
て
い
る
疾
患
で
、
発
病

し
た
り
症
状
を
悪
化
さ
せ

る
原
因
物
質

が
一
つ
に
限
ら
れ
る
こ
と
は

ま
れ
で

、
食
物
を
は
じ
め
生

活
環
境
の
中
に
あ
る
多
く
の

物
質
が
関
係
し
て
い
ま
す
。

し
た

が
っ
て

患
者
は

、
そ

れ
ぞ
れ
発
病
な
い
し
は
悪
化

の
因
子

が
異
っ
て

い
ま
す
。

し
か
し
先
に

述
べ
た
よ
う

に
、
ア

ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
の

あ
る
人
は
、
ス

ギ
花
粉
に
よ

る
皮
膚
炎
が
お
こ
り
や
す
く
、

し
か
も
そ
の
好
発
部
位

が
ア

ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
の
そ
れ
と

一
致
し
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
。
ス

ギ
花
粉

が
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
の
直
接
原
因
と

い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
症
状
を
悪
化
さ

せ
る
因
子
と
し
て

、
今
後
は
注
目
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

ス

ギ
花

粉

皮

膚

炎

と

ス

キ

ン

ケ

ア

外
出
か
ら
帰
っ
た
ら

顔
や
頸
の

露
出

部
を
よ
く
洗
い
、
ス

ギ
花
粉
の
つ
い
た

衣
服
は
清
潔
な
も
の
に
着
替
え
て

、
ス

ギ
花
粉
と
の
長
い
間
の
接
触
や
摩
擦
を

さ
け
る
こ

と
が
必
要
で

す
。

（
松
戸
市
医
師
会
）

スギ花粉と

皮 膚 炎

障
害
者
に
理
解
を

心
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

16
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特 別 会 計予 算

国民健康保険14Z 億9,158万4千円

松 戸 競 輪109 億2,563万6千円

下 水道 事業128 億3,002万3千円

市 場 事 業4 億6,360万円

老人保健事業103 億6,302万8千円

駐車場 事業3 億ｱ,427万6千円

合 計497 億4,814万Z千円

企 業 会 計 予算

水 道20 億3,180万3千円

病 院134 億51万3千円

区 画 整 理1 億5,243万円

合 計155 億8,474万6千円

今年 の11月にオープン予定 の

歴史公園と資料館

平
成
３
年
度
の
市
の
予
算
が
、
３
月
定
例
市

議
会
で
可
決
成
立
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
は
、
前
年
度
比
一
四

・
五
％
増
の
九
百
七
十
七
億
円
、
全
会
計
で

は

Ｉ
〇

こ
二
％

増
の
一
千
六
百
三
十
億
三
千
二

百
八
十
九
万
三
千
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

今
年
度
は
、
第
四
次
総
合
五
か
年
計
画
の
中
間
で
あ
る
三
年
次
目
に
当
た
り
、

各
事
業
を
大
幅
に
推
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

文
化
会
館
や
博
物
館
の
建
設
や
、
戸
定
が
丘
歴
史
公
園
・
二
十
一
世
紀
の
森

と
広
場
の
整
備
な
ど
文
化
と
潤
い
の

あ
る
街
づ
く
り
を
は
じ
め
、
第
三
清
掃
工

場
の
建
設
に
着
手
す
る
な
ど
、
環
境
衛
生
面
に

も
引
き
続
き
力
を
入
れ
て
い
き

ま
す
。

予
算
の
概
要
と
と
も
に
、
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

マ
（
仮
）
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
建

設
事
業
・：
竹
ヶ
花
の
松
戸
公
共

職
業
安
定
所
跡
地
に
、
在
宅
支

援
サ
ー
ビ
ス
や
、
リ
ハ
ビ
リ
な

ど
総
合
的
保
健
活
動
を
行
う
拠

点
と
な
る
保
健
セ
ン
タ
ー
を
、

今
年
度
か
ら
二
ヵ
年
事
業
で
建

設
し
ま
す
。

マ
（
仮
）
小
金
保
健
セ
ン

タ
ー
建

設
・
小
金
支
所
移
転
事
業
…

北

小
金
駅
南
口
地
区
再
開
発
事
業

の
一
環
と
し
て

建
設
さ
れ
る
再

開
発

ビ
ル
内
に
、
保
健
セ
ン
タ

ー
を
建
設
し

、
小
金
支
所
を
移

転
し
ま
す
。

マ

ご
み

分

別
収

集
及

び
再

資

源
化
促
進
事
業
…
古
紙
な
ど
の

有
価
物
の
回
収
実
績
に
よ
り
、

団
体
と
業
者
に
補
助
し
ま
す
。

▽
ご
み
減
量
促
進
事
業
・
・
本
市

に

適
し

た

ご
み

減

量

・
再

資
源

化

の

推

進

計
画

を

策

定
し

ま

す

。

優
良

な

活
動

を
実

施
し

た

団

体

や

個

人
に

奨
励

金

を

交
付

す

る

な

ど

、

ご
み

減

量

を

目
的

と

し

た

さ

ま

ざ
ま

な

事

業

を
展

開

し

ま

す

。

マ
第
三
清
掃
工
場
建
設
に
着
手

・
・・
和

名

ヶ
谷

に

、

一
日

三

百
ノ

の

ご
み

処

理

能

力

を

も
つ

清

掃

工

場

建
設

に

着
手

し

ま

す

。

平

成
６

年
度

中

に

完
成

予

定

。

衛生

増
え
続
け
る
ご
み
へ
の
対
策

第
三
清
掃
工
場
建
設
に
着
手

民生

広

が
れ
地
域
の

輪

八
ヶ
崎
に
市
民
セ
ン
タ
ー
開
館

マ
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
施

設
建
設
費
補
助
金
・
＝
市
内
の
社

会
福
祉
法
人
が
建
設
す
る
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
テ
ィ
ー
・
サ
ー

ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
施
設

併
設
）
二
施
設
に
対
し
、
二
ヵ

年
に
わ
た
り
建
設
費
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

マ
ケ
ア
ハ
ウ
ス
施
設
建
設
費
補

助
金
・：
市
内
の
社
会
福
祉
法
人

が
建
設
す
る
ケ
ア
（
ウ
ス
施
設

（
高
齢
者
が
自
立
し
た
生
活
が

で
き
る
よ
う
工
夫
さ
れ
た
軽
費

老
人
ホ
ー
ム
）
に
対
し
、
建
設

費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

▽
市
立
保
育
所
関
係
経
費
こ
・
保

護
者
の
就
労
形
態
な
ど
に
よ
り

週
三
日
以
内
の
保
育
や
、
緊

急

に

保
育
を
必
要
と
す
る
児
童
の

一
時
的
保
育
を
、
牧
の

原
保
育

所
で

実
施
し
ま
す
。

▽（
仮
）ハ

ケ
畸
市
民
セ
ン

タ
ー

建
設
事
業
・：
十
七
番
目
の
市
民

セ
ン
タ
ー
を
八
ヶ
崎
に
建
設
し

て
い
ま
す
。
本
年
1
0月
に
開
館

予
定
。

相
談
の
ご
案
内

４

月

’‥一ｉ
日

～

５

月
3
1
日

ま

で

マ
住
宅
相
談

毎
週
水
曜
日
午

前
1
0時
～
午
後
４

時
、
市
役
所

相
談
コ

ー
ナ

ー
で

▽
税
務
相
談

５
月
1
0日
窗
午

後
１

時
～
５

時
、
市
役
所
相
談

コ

ー
ナ
ー
で

マ
登
記
相
談

５
月
1
7日
窗
午

後
１
時
～
４

時
3
0分
、
市
役
所

相
談
コ
ー
ナ
ー
で

マ
行
政
相
談
（

国
・
県
・
特
殊

法
人
の
仕
事
に
対
す
る
要
望
や

苦
情
な
ど
）

４
月
2
2日
側
、

５
月
1
3日

向
・
2
7日

囲
、
午
後

１
時
～
３

時
、
市
役
所
相
談
コ

ー
ナ

ー
で

マ
交
通
事
故
相
談
・
市
政
相
談

（
市
政
に
対
す
る
要
望
、
苦
情

な
ど
）
・
一
般
相
談

い
ず
れ

も
毎
日
午
前
８

時
3
0分
～
午
後

５

時
（
土
曜
日

は
午
後
Ｏ

時
3
0

分
ま
で
）
、
市
民
相
談
室
で

マ
法
律
相
談
（
予
約
制
・
随
時

電
話
受
け
付
け
）
毎
週
火
・

木
曜
日
、
４

月
2
2日
側
、
５
月

1
3日
側

９７一
日
向
、
午
後
１
時

～
５

時
、
市
役
所
相
談
コ
ー
ナ

ー
で

マ
発
明

相
談

５

月
８
日
團
午

後
１

時
～
３

時
、
市

役
所
相
談

コ
ー
ナ
ー
で

蠢
こ
こ
ま
で

の
相
談
は
い
ず
れ

も
市
民
相
談
室

マ
消
費
生
活
苦
情
相
談

毎
日

午
前
８
時
3
0分
～
午
後
５
時
（
土

曜
日
は
午
後
Ｏ
時
3
0分
ま
で
）
、

消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
で

黷

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
？

四－

6
5
6
5

番

．

▽
経
営
・
融
資
相
談

５
月
１

日
困
午
前
1
0時
3
0分
～
午
後
３

時
3
0分
＝

六
実
市
民
セ
ン
タ
ー
、

1
5日
團
午
前
1
0時
～
午
後
４

時

＝

市
役
所
相
談
コ
ー
ナ

ー

蠢

商
工
課
振
興
係

マ
労
働
相
談
５
月
2
0
日
㈲
午

後
１
時
～
５
時
、
市
役
所
相
談

コ

ー
ナ
ー
で

蠢

商
工
屎
労
政
係

マ

婦
人
就
業
相
談

毎
週

水
・

金
曜
日
午
前
1
0時
１

午
後
４
時
、

内
職
相
談
室
で

残
援
護
課
社
会
係

▽
心
配
ご
と
相
談
・
人
権
相
談

４
月
2
6日
面
―
市
役
所
相
談
コ

ー
ナ
ー
、
５
月
１
日

困
＝

常
盤

平
支
所
・
○
新
松
戸
市
民
セ
ン

タ
ー
、
２
日
團
＝

小
金
原
市
民

セ
ン
タ
ー
、
７
日

㈹
＝
○

六
実

支
所
・
小

金
市
民
セ
ン

タ
ー
、
1
0

日
面
＝

市

役
所
相
談
コ

ー
ナ
ー
、

1
3
日
㈲
＝
Ｏ
馬
橋
支
所
、
1
7
日

面
・
2
4日
面
＝

市
役
所
相
談
コ

ー
ナ
ー
、
い
ず
れ
も
午
前
1
0時

～
午
後
３

時

※
○

印
は
心
配
ご
と
相
談
の
み

。

人
権
相
談
は
、
千
葉
地
方
法

務
局
松
戸

支
局
(
0
6
3－

６

２
７
８

番
）
で
も
行
っ
て
い

ま
す
。

蠢
人
権
相
談
Ｌ
援
護
課
庶
務
係
、

心
配

ご
と
相
談
＝

社
会
福
祉
協

議
会
・
1
6
8

－
0
5
0
3

番

▽
年
金
相
談

４

月
2
3日
㈹
＝

矢
切
支
所
、
2
6日

金
＝

東
部
支

所
、
５
月
７
日

㈹
＝

常
盤
平
支

所
、
1
0日
面
＝

小
金
支
所
、
1
4

日

㈹
＝

小
金
原
支
所
、
1
7日
面

＝
馬

橋
支
所
、
2
1日
㈹
＝

六
実

支
所

、
2
4日
面
―
新
松
戸
支
所
、

2
8日
脚
＝

矢
切

支
所
、
3
1日
面

＝

東
部
支
所
、
い
ず
れ
も
午
前

1
0時
～
午
後
３
時

※
こ
の
日
以
外
は
、
国
民
年
金

課
へ

残
国
民
年
金
課
適
用
係

※

相
談
は
す

べ
て

無
料
で

す
。

お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

第７５３ 号

総務

市
民
の
文
化
活
動
の
中
心
に

文
化
会
館
を
建
設

マ
（

仮

）
文
化

会

館

建

設
事

業
・
＝

総

合

公

園

「
二

十

一

世
紀

の

森

と

広

場
」

内

に

、

大

・
小

ホ
ー

ル
を
は
じ
め
、
市
民
文
化
サ
ロ

ン
・
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
な
ど

で

構
成
さ
れ
る
文
化
会
館
の
建

設
を
進
め
ま
す
。
平
成
５
年
度

中
に
開
館
予
定
。

平成3年度977億円一般会計予算は
こうして使います



1991年(平成３年)４月２０日

一般会計予算の歳入と歳出
市民1 人当たりに使われる予算(主なもの)
一般会計予算全体では21万6,050 円

土木費50,622 円 総務費24,103 円

衛生費42,074円公債費18,546円

教育費32,116 円 消防費10,772 円

民生費32,095 円 商工費2,441 円
その他

4億2,463万6千円（0.4％）

自動車取得税交付金
11億円（1.1％）

分担金･負担金
11億8,856万1千円（1.2％）

利子割交付金15 億円（1.5％）

使用料･手数料
18億3,517万4千円(1.996)

地方譲与税18 億6,000万円（1.9％）

諸収入23 億5Z4万8干円(2.4%)

県支出金24 億ｱ,368万Z千円（2.5％）

繰入金31 億8,532万8千円(3.3%)

国庫支出金ｱO 億2,676万6千円(7.2%)

歳 入

歳 出

977億円

市税635 億円(65.〔〕％)

市債竹3億10万円
バ忤6％ノ

その他3M3.398 万汗 円(0.3％)｢匸

農林水産業費
4億534万2千円（0.4％）

「

議会費ｱ 億4,494万8干円（0.8％）

商工費11 億401万5干円(1.1%)

消防贄48 億7,125万円（5.0％）

公債贊83 億8,661万5干円(8.6%)

総務費108M9.967 万7千円(11.2%)

民生費 仰5億1,351万5千円(14.8%)

土木費228億9,153万4千円

(23.4%)
へ

977

億円
衢生贊

知O億2,617万9千円

(19.5%)
教育費

45億2,293万6千円

(14.9％)

市のシン ボルゾーン になる総合公園

「21世紀の森と広場」

土木

2
1
世
紀
の
森
と
広
場

早
期

開
園
に

向
け
整
備

進
む

マ
ニ
十
一
世
紀
の
森
と
広
場
建

設
事
業
…
早
期
開
園
を
め

ざ
し
、

整
備
を
進
め
る
ほ
か
、
パ
ー
ク

セ
ン
タ
ー
・
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
・

自
然
観
察
舎
の
設
計
委
託
を
行

い
ま

す
。

マ
シ
ル
バ
ー
ハ

ウ
ジ
ン
グ
建
設

事
業
・：

高
齢
者
専
用
住
宅
と
し

て

、
中
金
杉
に

鉄
筋
コ
ン

ク
リ

ー
ト
三
階
建
（
三
土

尸
）
を
建
設

し

ま
す
。
平
成
４

年
度
中
に

完

成
予
定
。

教育

郷
土
を
も
つ
と
知
る
た
め
に

歴
史
公
園
資
料
館
が
今
秋
オ
ー
プ
ン

マ

中

学

校

給
食

施

設

建

設
事

業

…

今

年

度

は

、
新

た

に

常
盤

平
・

栗

ヶ
沢

・

六

実

・
和

名

ヶ
谷

の

各

中

学
校

に

給
食

施

設

を

建
設

し

ま
す

。

▽
国
民
文
化
祭
「
人

形

劇
フ

ェ

ス

テ
ィ
バ
ル
」
開
催

関
係

経

費
・・
・
千

葉

県
で

開
催

さ

れ

る

「
第
６

回

国

民

文
化

祭

ち

ば
9
1
」

の

一

部

門
の
「
人
形
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
を
１
１
月
2
3
日
・
2
4
日
に
市

内
で

開
催

し

ま

す

。
そ

の

開

催

経

費
の

一
部

を

負
担

し

ま

す
。

マ
（

仮

）
歴
史

公

園

資
料

館

管

理

運

営

費
・：

本

售

１１
１
月

３

日

～
４

年
１
月
1
2日
に

、
歴
史
公

園
内

の
資
料
館
で

開
催
す
る
予
定
の

「
徳
川
昭
武
の
生
涯
展
」
の

経

費
を
は
じ
め
、
備
品
購
入
や
収

蔵
庫
の
環
境
対
策
を
し
ま
す
。

▽
博
物
館
建
設
事
業
…

総
合
公

園
「
二

十

一

世

紀
の

森

と

広

場
」

内
に

、
松

戸

の
歴

史

を

概

観
で

き

る

博
物

館

の

建

設
と

そ
の

開

設

準

備
を

進

め

ま
す

。

平
成

５

年
４

月

に

開

館

予

定
。

マ

国

際
ス

ポ

ー
ツ

交

流

事

業
・・
・

韓
国

と

中

国
か

ら

中

学

生

バ
レ

ー

ボ

ー
ル

チ

ー

ム
を

招

き

、

本

市

中

学
生

チ

ー

ム
と

８

月
2
1
日

～
2
5
日

に

、
親

善

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

大

会
を

開

催
し

ま
す

。

消防

安
全
な
暮
ら
し
の
た
め
に

大
金
平
に
消
防
分
署
を
建
設

▽
五
香
消
防
署
特
別
救
助
隊
新

設
事
業
・：
今
年
度
中
に
中
央
消

防
署
・
小
金
消
防
署
に
次
い
で

特
別
救
助
隊
（
十
人
）
を
五
香
消

防

署

に

配

置

し

、
計

三

隊
と

し

ま

す

。

マ
（

仮
）
大

金

平

消
防

分

署

建

設

事
業
・
：
大
金
平
に

消

防

分

署
（
二

階
建
・
延
べ
床
面
積
約
九
百
平
方

肩
）
を
建
設
し
ま
す
。
平
成
４

年
1
0月
開
署
予
定
。

国民年金

制度の改正

2
0歳
に
な
っ
た
ら

学
生
も
全
員
加
入
に

国
民
年
金
へ
の
加
入

が
任

意
だ
っ
た
学
生
も
、
今
年
４

月
か
ら
、
二
十
歳
に
な
っ
た

ら
国
民
年
金
に
加
入
し

な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
任
意
加
入
し
て

い
な
か
っ
た
学
生
に
つ
い
て
、

①
在
学
中
に
交
通
事
故
な
ど

で
、
障
害
が
生
じ
て

も
障
害

基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
、

②
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
が

受
け
ら
れ
な
い
な
ど
の

問
題

を
解
消
す
る
た
め
に
、
法

律

が
改
正

さ
れ
た
も
の
で

す
。

し
か
し
、
一
般
的
に

学
生

は
収
入
が
な
い
た
め
、
学
生

本
人
と
親
元
の
所
得
が
一
定

の
基
準
以
下
で
あ
る
場
合
は
、

保
険
料
（
一
ヵ
月
九
千
円
）
が

免
除
さ
れ
ま
す
。

加
入
の
手
続
き
は
、
学
生

本
人
の
住
民
票

が
あ
る
市
町

村
の
国
民
年
金
担
当
の

課
で

行

っ
て

く
だ
さ
い
。

新
た
に
加
入
す
る
こ
と
に

な
る
学
生
…
大
学
・
短
期
大

学
・
各
種
専
門
学
校
・

各
種

専
修
学
校
な
ど
に
在
学
す
る

二
十
歳
以
上
の

学
生

茴
国
民
年
金
課
適
用
係

保険料免除の一例(ｻﾗﾘｰﾏﾝ4人世帯で学生1人の場合)

＼ 国公立 私 立

親と同居 年収暄X)万円以下 年収約胚万円以下

親と別居 年収曖 葯 円以下 年収約加万円以下

み
ん
な
の
道
路

広
く
、
美
し
く
、
安
全
に

路
上
に
ま
で
は
み
出
し
て

並
べ
ら

れ
て
い
る
商
品
や
立
て

看
板
で
歩
き
づ
ら
い
。
こ
ん

な
経
験
を
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
か
。

道
路
の
不
法

使
用
は
、
交

通
を
妨

げ
、
街
の
美
観
を
損

な
う

だ
け

で

な

く

、
災

害

時
の

避
難
路
を
ふ

さ
ぐ
こ

と

に
も
な
り
ま
す
。

道
路
を
安
全
で
快
適
に
す

る
た
め
、

ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

塵
土
木
部
管
理
課
道
路
台
帳
係

５
月

床

下

薬

剤

散

布

ノ
ミ
や

ダ
ニ
を
防
ぐ
た
め
、

６

月
2
0日
ま
で

の
予

定
で
行
っ

て

い
ま
す
（
日

程
は
順
次
お

知

ら
せ
し
ま
す
）
。

当
日
は
、
市
職
員
が
各
家
庭

を
回
り
薬
剤
を
床
下
の

通
風
囗

か
ら
散
布
し
ま
す
。
作
業
の
妨

げ
に
な
ら
な
い
よ
う
通
風
口
の

周
り
に
物
を
置
か
な
い
よ

う
お

願
い
し
ま
す
。

黷

生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係

3
1愬

3
0内

2
9團

2
8㈲

2
7目

2
4捌

2
3附

９一
團

2
1㈲

2
0側

1
8山

1
7捌

1
6附

1
5團

1
4固

1
3§

1
0圀

９
困

８
團

７
㈲

２
附

５
／
１
伽

期

日

小
金
上
総
町
・
小
金
清
志
町
・
（
小
金
本
町
）

小
金
上
町
・
小
金
中
町
小
金
下
町
（
小
金
宮
元
町
・
小
金
八
坂
町
）

東
平
賀
・
東
平
賀
城
町
・
根
木
内
城
山

平
賀
・
殿
平
賀

幸
田
・
東
平
賀
北
・（
幸
田
富
多

葉
）

中
金
杉
・
殿
平
賀
南

大
金
平
二
丁
目
・
三
丁
目
・
四
丁
目
・
五
丁
目
・
（
大
金
平
一
丁
目
）

新
松
戸
一
丁
目
・
大
谷
口
・
大
谷
口
北
・（
大
谷
口
南
・
新
松
戸
二
丁
目
）

新
松
戸
五
丁
目
・
横
須
賀

新
松
戸
四
丁
目
一
六
丁

目
・
七
丁

目

新
松
戸
三
丁
目

主
水
新
田
・
小
金
下
谷
・
旭
町
・
七
右
ヱ
門
新
田

南
新
松
戸
・
ゆ
う
か
り

馬
橋
住
吉
・
虹
の
街

馬
橋
中
央
・
三
村
新
町

馬
橋
寿
第
一
第
二
・
第
三
・
（
馬
橋
み
ど
り
・
新
松
戸
南
）

馬
橇
下
宿
・
馬
橋
北
・
馬
橋
坂
・
（
中
根
）

馬
橋
中
宿
・
馬
橋
前
田
・
馬
橇
西
・
（
馬
橋
上
宿
）

新
作
第
一
第
二
・
第
三

中
和
倉
第
一
第
二
・
第
三

千
駄
堀
新
山
・
千
駄
堀
八
景
台
・
干
駄
堀
来
葉

干
駄
堀

散
布
町

会

・
自
治
会

（

）
は
午
後
に
実
施

手数料・保険料・各種税

今
月
の
納
期
は

奉
国
民
年
金
保
険
料
＝・
４
月
分

奉
事
業
所
税
・：
２

月
決
算
の
法
人
と
２

月
中
に

事
業
所
用
家
屋
を
新
・
増
築
し
た
建
築
主
は
、

４
月

が
納
付
月
で
す
。

※
平
成
２
年
度
分
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
も
う
一
度
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。
早
め
に

納
付
（
納
入
）
を
お
願
い
し
ま
す
。

安全確実な口座振替のご利用を

平成3年度977億円一
般会計予算はこうして使
います



第 ７５３ 号

催

し

物

チ
ェ
チ
ー
リ
ア
・
グ
リ
ー
ン

コ

ン
サ

ー
ト

４
月
2
1日

㈲
午
後
２

時
3
0分

開
演

会
場

市
民
会
館
音
楽
室

費
用
三
百
円
内
容
春
を
歌
う

蠢
女

声
合
唱
団
チ
ェ
チ
ー
リ
ア

・

藤
井｛
1
6
2
1
2
7
3
2
番

す
て
き
な
ハ
Ｉ
モ
ニ
ー
の
一

日

体
験

４

月
2
4日
困
午
前
1
0時
～
正

午

会
場
五
香
市
民
セ
ン

タ
ー

ホ
ー
ル

費
用
参
加
費
百
円

潴

女
性
合
唱
団
瑞
季
・
中
川
四

8
5－
［
Ｄ
４
８
Ｑ
］番

子

供
交
通

安

全
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル４

月
2
0日
出
午
後
２

時
～
４

時

会
場
中

部
小
学
校

内
容

映
画
（
ド
ラ
え
も
ん
）ほ
か

費

用
無
料

類

松
戸
警
察
署
交
通
課
四
6
9－

0
1
1
0

番

松

戸

史
談

会
・

国
立

佐
倉

歴

史
民

俗
博

物
館

見
学

会

４

月
2
1日
収
午
前
1
0時
（
時

間
厳
守
）
京
成
佐
倉
駅

前
集
合

費
用

参
加
費
三
百
円
（
入
館
料

含
ま
ず
）
昼
食
持
参

内
容
民

俗
博
物
館
―
佐
倉
城
跡
―
麻
賀

多
神
社
―
新
町
資
料
館
（
雨
天

時
博
物
館
の
み
）

蠢

坂
井
四
6
3－
2
4
0
2

番

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
没
後
二
百
年

記

念
ハ
短
調
ミ
サ
特
別
演
奏
会

５
月
４
日

㈱
午
後
２
時
開
演

会
場

市
民
会
館
ホ
ー
ル

費
用

入
場
料
千
円

頽

松
戸
市
民
合
唱
団
・
朝
倉

｀

4
3－

０
［
Ｄ
７
３

番

松

戸
盆

栽
愛

好
会

春
の

山
野

草

展５
月
２
日

収
～
３
日
倪

会

場
及
川
酒
店
支
店
事
務
所
二
階

（
新
京
成
線
元
山
駅
西
口
）

蠢
染
谷

｀
6
1－
0
4
0
1

番

在
日

外
国

人
青

少

年
と

の
交

流
キ

ャ
ン

プ

ア
月
3
1日
困
～
８

月
４
日
面

４
泊
５
日

行
き
先
①
朝
霧
高

原
＝
小
学
校
四
年
上
（

年
生
②

本
栖
湖
＝
中
・
高
校
生

費
用

①
三
万

五
千
円
⊥
（
万
円
②
四

万

円
～
七
万
五
千
円

壥

国
際
青
少
年
研
修
協
会
四
0
3

－
3
3
5
9

－
8
4
2
1

番

チ

ェ
ル

ノ
ブ
イ

リ
写

裏
展

４
月
2
8日
収
～
2
9日
例
午
前

1
0時
～
午
後
７
時

会
場
2
1世

紀
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
（
柏
駅

東
口
徒
歩
五
分
）

費
用
無
料

内
容
チ
ェ
リ
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事

故
を
撮
っ
た
イ
ー
ゴ
リ

ー
コ
ス

テ

″
ン
氏
フ

連
）の
写
真
展

残
チ

ェ
リ
ノ
ブ
イ
リ
写
真
展
東

葛
飾

実
行
委
員
会
・
鈴
木
四
6
3

1
3
3
7
8

番

※タイトルが色刷りのものは、

市主催の催し物です。

講 習 会 期 日 会 場

救急 法講習会

５月７日(刈～10日閨 成田赤十 字病院

５月14日(火)～17日刪

６月18日(火)～21日刪

千葉県赤十 字会館

蘇生 法講習会 ６月６日困 ・７日愬

平
成
３
年
度
上
半
期
赤
十
字

救
急
法
等
講
習
会

SI家庭看 護法講習会は６月 ・ア月 ・９ 月に開 催し ます。

費
用

教
材
費
程
度

隰
往
復
ハ
ガ
キ
に
、
講
習
会
名
・

希
望
開
催
月
を
記
入
し
、
〒
2
6
0

千
葉
市
千
葉
港
四
－

一
日

本
赤

十
字
社
千
葉
県
支
部
(
f
1
0
4

7
2
－
4
1－
7
5
3
1

番
）
へ

講
座
・
講
演

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

操
作
講
習
会

４

月
９７
一
日

出

午

後
１

時
3
0
分

～
３

時
3
0
分

会

場

青

少
年

会

館

樋

野
口

分

館

対

象

高
校

生

以

上
の

男

女

先

着
二

十

人

（

三

十

歳

未
満

の

人

優

先
）

圉

電

話
で

青

少

年

会
館

本

館

｀

4
4－
8
5
5
6

番
へ

初

級
手

話

ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア

養
成

教
室

５
月
1
4日
～
７
月
1
6日
の
毎

週
火
曜
日

、
午
後
６

時
5
0分
～

８

時
5
0分

会
場
社
会
福
祉
協

議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室
定
員

先
着
三
十
人

費
用
教
材
費
六

百
円

内
容
実
技
と
講
義

惠
４

月
2
6日
窗
ま
で
に

、
電
話

で

社
会
福
祉
協
議
会
｛
1
6
8
－
0

5
0
3

番
へ

講
座
・
育
て
る

４
月
2
9日
励
午
後
１
時
3
0分

～
３
時
3
0
分
会
場
常
盤
平
市

民
セ
ン
タ
ー

講
師
森
正
子
氏

（
「
は
ぐ
く
む
」
の
著
者
）

費
用

六
百
円
（
保
育
あ
り
。

二
歳
児
以
上
。
事
前
に
連
絡
く

だ
さ
い
。
お
や
つ
代
百
円
）

蠢
障
害
者
問
題
研
究
会
松
戸
サ

ー
ク
ル
・
金
田
｛
1
4
5
－
9
3
8

0
番

対

象

市
内

在

住

・
在

勤

者

定

員
七

十

五
人

豪

保

育

（
二

歳
以

上

・

十
人

）

あ

り

ま
す

。

匣

４

月
2
6
日

窗

〔
消
印

有

効

〕

ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
・
保
育
希
望

者
は
子
ど
も
の
名
前
・

年
齢
を

記
入
し
て

、
〒
2
7
1
松
戸

市
本
町

一
四
－

一
〇
松
戸
市
婦
人
会
館

(
6
6
4－
8
7
7
8

番
）
へ

婦
人
大
学
「
婦
人
と
法
律
コ
ー
ス
」
ー
日
常
に
役
立
つ
法
律
―

期 日 時間 会 場 内 容 講 師

5/9

木

曜

日

宍
７

午

婦
人
会
館
ホ
ー
ル

オリエ ンテーション ・
話し合い

教
育委員

宮崎 律子氏

16

国民年金

法律関係

年 金の
基 礎知 識

年 金専 門家
野原 義永氏

23 女性と 年金

30 話し合い

６ ／６

消 費 者

法律関係

消費 者保
護基 本法

弁護士

安彦 和子氏
13 生 活製品

安全 法

20 話し合い

27

くらし の

中の 法律

財産管理

相続･ 遺言

家族と 福祉

話し 合い

弁 護士

水口 昭和氏

７／４

11

18

お
知
ら
せ

重
度
心
身
障
害
者
に
対
す
る
日

常
生
活
用
具
の
給
付
に
つ

い
て

重
度
障
害
者
用
意
志
伝
達
装

置
（
パ
ソ
パ
ル
・
ト
ー
キ
ン
グ

エ
イ
ド
）
が
、
新
し
く
加
え
ら

れ
ま
し
た
。

対
象
…
身
体
障
害
者
手
帳
一

級
所
持
者
（
十
八
歳
以
上
）
で
、
両

上
下
肢
機
能
の
全
廃
お
よ
び
言

語
機
能
を
喪
失
し
た
人
で
、
必

要
性
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
場

合顏

し
あ
わ
せ
課
福
祉
係

住
宅

の

か
さ
上

げ

工
事

に

融
資

あ
っ

せ
ん

と
利

子
補

給

大
雨
な
ど
で

床
上
浸

水
の
被

害
を
受
け
た
住
宅
を
浸
水
か
ら

守
る
た
め
、
市
は
か

さ
上
げ
工

事
を
予

定
し
て
い

る
人
に
融
資

の
あ
っ
せ
ん
と
利
子
補
給
を
行

つ
て
い
ま
す
。

左
表
の
地
域

が
対
象
に

な
り

ま
す
。
融
資
を
希
望
す
る
人
は

資
格
要
件
を
確
認
し
て
申
し
込

ん
で

く
だ
さ
い
。

蠢

防
災
課

あ つせん 対象地域 建築完了年月日

東平賀字城田町

根木内 字宿畑

根木内 霜田

根木内 字葉中

小金原一 丁目

日暮字小 山

小金清志町字二丁目

小金清志町字三丁目

二ツ木字溜井下

二ツ木字後田

二ツ木字二葉町

昭和50年 ７月31日

以前

大橋字松ノ 木下

大橋字土 橋下

大橋字坂下

大橋字寺之下

紙敷字妙見下

秋山 字北

常盤平 二丁目

昭和56年10月31日

以前

音

楽
の

広
場

４
月
2
3日
㈹
午
後
１

時
3
0分

～
３

時
3
0分

会
揚
市
民
会
館

音
楽
室

費
用
テ
キ
ス
ト
代
二

千
七
百
円

愬

社
会
教
育
課
市
民
文
化
係

生
涯

学
習

講
演

会

生

き

が

い
の
創
造

「
ほ

ん

も
の
の

豊

か
さ
と
は

な

に
か
？
・
」

５
月
３
日
倪
午
後
２
時
～
４

時

会
場
柏
市
民
文
化
会
館

費

用
五
百
円

蠢

社
団
法
人
倫
理
研

究
所
東
葛

支
所
・
狩
野｛
1
6
4－
7
5
3
6

番

江

戸
川

大

学
公

開
講

座
（

春
季

）

５

月
1
1
1
1

一
日

～
７

月
2
0
日

の

毎

週

土

曜
日

、

午

後
２

時

～
３

時

3
0分

会

場
江

戸

川

大

学

費

用

各
シ

リ

ー

ズ
と

も

三

千
円

内
容

①
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
リ

ー
ズ
（
ワ

ー
プ
ロ
）
②
情
報
社

会
時
事
問
題
の
講
演
シ
リ
ー
ズ

躅
江
戸
川
大
学
事
務
局
・
浅
井
｀

0
4
7
1
－
5
2－
0
6
6
1

番

くらし
のメモ

消
費
者
知
識
の
学
習
に

暮
ら
し
の

い
き
い
き
講
座
」
を

「
暮

ら
し

の

い

き

い

き

講
座

」
は

、
く
ら

し

に

役
立
つ

知

識
を

気

軽
に

学
ん

で
い

た

だ

く
た

め

の

講

座
で

す

。

希

望

の

場

所
へ

希

望
の

テ

ー
マ
で

、
専

門

の

講

師

を
派

遣

し

ま
す

。

ぜ
ひ

ご
利

用

く

だ

さ
い

。

申

し

込

み

方

法

講
座
の

開

催
を

希

望

す

る
人

は

、

希
望

日

の

三

週

間

前
ま

で

に

、
消

費

生
活

課

へ

申

し

込

ん
で

く
だ

さ
い

。

対
象
＝・
二
十
人
以
上
の
グ
ル

ー
プ
、
団

体
費
用
…

原
則
と
し
て

無
料

テ
ー
マ

…
消
費
生
活
に
関
す
る
も
の
で

あ
れ
ば
自
由
に
選

べ
ま
す
。

会
揚
…
な
る
べ
く

申
込
者
が
確
保
し
て

く
だ
さ
い
。

※

ご
希
望
に
よ
り
柘
訌

フ
ィ
ル

ム
、
ビ
デ

オ
テ

ー
プ
な
ど
も
利
用
で
き
ま
す
。

蠢
消
費
生
活

課
消
費
生
活

係

昨
年
の
受
講
生
に

お
話
を
伺
が
い
ま
し
た
。 昨年度の講座から

こ

ん
な
テ
ー
マ

も
学
べ
ま
す

く
ら
し
と
生
活
設
計

食
物
繊
維
に
つ
い
て

食
生
活
と
成
人
病

食
品
の
安
全
性

食
品
添
加
物
に
つ
い
て

身
近
な
法
律

家
庭
グ
リ
ー
ニ
ン

グ

整
理
と
収
納

暮
ら
し
と
商
品

知
識

そ
の
他
物
価
・
流
通
・
経
済
・

消
費
生
活
に
関
す
る
も
の

小金原

渡辺 喜久代さん

ご
み
問
題
を
学
習
し
て
い

る
ブ
ル

ー
フ

で
、
牛
乳
パ
ッ

ク
か
ら
再

生
紙
を
作
る
実
習

の
講
座
を
開

き
ま
し
た
。

結
構
手
間
の
か
か
る
作
業

で
し
た
が
、
資
源
を
再
利
用

す
る
こ
と
の
大
切
さ
も
実
感

で
き
、
楽
し
い
講
座
で
し
た
。

子
ど
も
が
こ
の
春
、
小
学

校
を
卒
業
し
ま
し
た
が
、
さ

っ

そ
く
学
年
の
母
親
た
ち
で

牛
乳
パ
ッ

ク
を
持
ち
寄
っ
て
、

謝
恩
会
の
案
内
状
を
作
っ

て

み

ま
し
た
。

チャンネル



1991 年(平成３年)４月２０日

情報ご参加ください

募
集
し
ま
す

自

衛
官
（
二
等

陸
・
海
・
空
士

）

募

集応
募
資
格
日

本
国
籍
で
、
十

八
歳
以
上
二
十
七
歳
未
満
の
男

子

身
分
特
別
職
国
家
公
務
員

受
付

年
間
を
通
じ
て

試
験
受

付
日
に
指
定

頸

総
務

部
庶
務
課
庶
務
係
ま
た

は
自
衛
隊
松
戸
募
集
案
内
所
四

8
9
1冖０（
ｎ
）４
０

番

パ

ー
ト

理

学
療

法
士
募

集

対
象

理
学
療
法
士
の

資
格
取

得
者

圜

健
康
管
理
課
保
健
計
画
係

牛
乳

パ

ッ
ク
の

再
利

用
を

考

え

る
会
会

員
募

集

活
動
内
容
毎
月
第
三
火
曜
日

午
前
1
0時
3
0分
～
午
後
１
時
に

市
役
所
正
面
玄
関
で
牛
乳
パ
ッ

ク
を
回
収

費
用
入
会
金
千
円

蹇

林
四
6
6－
2
5
8
3

番

ス
ポ
ー
ツ

な
ぎ

な
た
教

室

５

月
1
0日
～
７

月
1
2日
の
毎

週
金
曜
日

、
午
前
1
0時
～
正
午

会
場
運
動
公
園
剣
道
場

対
象

市
内
在
住
の
家
庭
婦
人

費
用

八
百
円

惠

松
戸
市
な
ぎ
な
た
連
盟
・
野

口

酋
4
5－
0
4
1
0

番
へ

春
季
市
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

５
月
1
2日
面
・
1
9日

㈲
・
2
6

日
㈲
、
６
月
９

日
⑧

会
場
古
ヶ
崎
グ
ラ
ウ
ン

ド

対

象

市
内
在
住
・
在
勤
者
に
よ
る

チ

ー
ム

費
用
男
性
五
千
円
・

女

性
三
千
円
（
一
チ
ー
ム
）

惠
４

月
2
7日
出
午
後
６

時
3
0分

に
運
動
公
園
会
議
室
で
行
う
代

表
者
会
議
で

黷

松
戸
市
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
協
会

・
永
野
｛
1
6
4
－
8
4
4
1

番

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
教
室
（
大

会
）４

月
2
1日
㈲
、
５
月
1
2日
収
、

６
月
1
6日

収
午
前
９

時
～
正
午

（
1
6日

は
大
会
）

会
場

新
松

戸
西
小
学
校

対
象

一
般
市
民

費
用

無
料

圃

当
日
会
場
で

黷

体
育
指
導
委
員
・
木
下
四
4
5

－
3
4
2
9

番

親

子

体

操

教

室

５

月
1
1
1
1

一
日

～
７

月
2
7
日

の

毎

週

土

曜

日

、

午
前
1
0
時
～

正

午

会
場

運

動
公

園
小

体

育

室

対

象
市

内

在

住
の

三

歳

児

（
昭

和

6
2年
４

月

２
日

～

９

月
3
0
日

生

ま
れ

）

と

そ
の

親

定

員

三

十

組

費
用

無

料

匣
５

月

７

日

㈹

午
前

９

時
か

ら

ス

ポ

ー
ツ

課

窓
口
(
0
6
3
－
9

2
4
1

番

）
で

小
学

生
体

操
教

室

５
月
1
0日

～
７
月
1
2日
の
毎

週
金
曜
日
、
①
午
後
４
時
～
５

時
3
0分

、
②
午
後
５

時
3
0分
～

７
時

会
場
運
動
公
園
小
体
育

室

対

象
①
小
学
校
一
年
～
三

年
六
十
人
②
小

学
校
三
年
上
（

年
五

十
人

費
用
無
料

兩
５

月
７
日
㈹
午
前
９

時
か
ら

直
接
ス
ポ
ー
ツ
課
(
f
1
6
3
－
9

2
4
1

番
）
窓
口
へ

グ

ラ
ウ

ン
ド

ゴ
ル

フ
教

室

４
月
2
1日
面
・
2
8日
㈲
午
前

９

時
～
正
午
（
雨
天
中
止
）

会

場
幸
谷
小
学
校
校
庭

費
用

無

料隰

当
日
会
場
で

黷

体
育
指
導
委
員
・
吉
村
四
4
1

1
3
3
2
3

番

タ

ー
ゲ

ッ
ト

バ

ー
ド
ゴ

ル

フ

教
室４

月
2
1日

・
2
8日
の
各
日

曜

日

、
午
前
９

時
～
正
午

会
揚

金
ヶ
作
小
学
校
校
庭

対
象
一

般
市
民

費
用

無
料

圉

当
日

会
場
で

蠢

体
育
指
導
委
員
・
小

暮
四
8
7

－
7
1
1
7

番

バ
ウ

ン
ド

テ
ニ

ス
教

室

４

月
2
9日
固
午
前
９

時
～

午

後
１

時

会
場
小
金
原
体
育
館

費
用
保
険
料
二
百
円

惠

当
日

会
場
で

蠢
体
育
指
導
委
員
・
松
丸

公
4
3

－
6
6
0
8

番

み
ど
り
の
日
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ミ

ッ
ク
ス
テ
ニ
ス
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

緑
の
大
切
さ
を
見
直
し
、
緑

化
推
進
を
図
る
た
め
、
４
月
2
9

日
固

午
前
９

時
か
ら
松
戸
テ
ニ

ス

ク
ラ
ブ
で

、
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー

ミ
ッ
ク
ス
テ
ニ
ス
ト

ー
ナ
メ
ン

ト
を
行
い
ま
す
。

蠢

助
ま
つ
ど
街
と
水
辺
の
緑
化

基
金

ソ

フ
ト

バ
レ

ー
ボ

ー
ル
教

室

と
大
会
（
①

フ

ァ
ミ
リ

ー
②

ト

リ

ム
）

４

月
2
8日
㈲
午
後
１
時
3
0分

～
４

時
、
５
月
1
9日
旧
午
前
９

時
3
0分
～
正
午
、
６
月
1
6日
面

午
後
１
時
3
0分
～
４
時
3
0分
（
午

後
２

時
3
0分
か
ら
は
大
会
）

会
場
新
松
戸
西
小
学
校
体
育
館

対
象
①
小
学
生
と
三
十
五
歳
以

上
の
男
女

②
四
十

歳
以
上
の
男

女

費
用
百
円
（
一
人
一
日
に

つ

き
）
持
ち
物
室
内
用
運
動
靴

圉

当
日
会
場
で

鵄

体
育
指
導
委
員
・
小
林
四
4
5

－
3
6
8
5

番

千

葉

（
松

戸

）

ね

ん

り

ん

ピ

ッ
ク

硬

式

テ

ニ

ス

大

会

５

月
1
5
日

困

午

前
９

時
か

ら

雨

天

の

場
合

は
1
6
日
團

）

会

揚

牧

の
原

テ

ニ

ス
コ

ー
ト

対

象
市

内

在
住

の

六

十
五

歳
以

上

の

男

性
と

五

十

五
・

歳
以

上

の

女

性

種

目

ダ

ブ
ル

ス

（
リ

ー

グ

戦
、

抽

選
で

ペ
ア

を

決

定
）

費
用

一

人

二
千

円

惠

５

月
７

日

㈹

ま

で

に

電

話
で

室
谷
・
1
6
2

－
7
2
5
0

番

ヘ

イ

ン

デ

ィ

ア

カ

ー
ラ

ー

ジ

ボ

ー

ル

卓

球

教

室

（

大

会

）

４

月
2
1
日
面

、
５

月
１９
一
日

㈲

、

６

月
1
6
日

㈲

午
前

９

時

～
正

午

（
1
6日

は

大

会

）

会

場
新

松

戸

西

小

学
校

費

用
無

料

対

象

一

般

市
民

圉

当

日

会

場
で

蠢

体
育

指

導
委

員

・
木

村

四
4
1

－
8
5
7
9

番

健
康
・
体
力

づ
く
り
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
参
加
グ
ル
ー
プ
募
集

６
月
1
5日
出
午
後
１

時
～
５

時
会
場
運
動
公
園
体
育
館

対
象
健
康
・
体
力
づ
く
り
を
行

っ
て
い
る
グ
ル

ー
プ
（
実
技
発

表
。
一
グ
ル

ー
プ
五
分
以
内
）

定
員
二
十
グ
ル

ー
プ

費
用
一

人
二
百
円

惠

５
月
1
0日

窗
ま
で
に
、
電
話

で
ス
ポ

ー
ツ
課
・
1
6
3
－
9
2
4

1
番
へ
（
５
月
1
1
1
1

一
日
出
午
後
―

時
か
ら
運
動
公
園
会
議
室
で
打

ち
合
わ
せ
を
行
い
ま
す
）

官
公
署
等

松
戸

青
年

少
会

館
樋

野

口
分

館
使

用
料

徴
収

事
務

を
委
託

受
託

者
松
戸
市
根
本
三
八
七

－

五
鯑
松
戸
市
施
設
管
理
公
社

理
事
長
・
佐
藤
實

委
託
期
間

平
成
３

年
４

月
１
日
～
４

年
３

月
3
1日

践

青
少

年
会
館
本
館
四
4
4
1
8

5
5
6

番

松
戸

駅
西

口
地

下
駐

車
場
の

料
金

徴
収
業

務

を
委

託

委
託
揚
所
松
戸
駅
西
口
地
下

駐
車
場

受
託
者
東
京
都
中
央

区
新
川
一
－

一
八
－

二
東
陽
商

事
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長

・
増
測
弘
機

委
託
期
間
平
成

３
年
４

月
１
日
～
４

年
３
月
3
1

狸

再
開
発
課
松
戸
駅
周
辺
整
備

室

市
民

セ

ン
タ

ー
使
用

料
の

徴
収

事
務

を
委

託

受
託
者
松
戸
市
根
本
三
八
七

―
五
郎
松
戸
市
施
設
管
理
公
社

理
事
長
・
佐
藤
實

委
託
期
間

平
成
３

年
４

月
１

日

～
４

年

３

月
3
1日

委
託
セ
ン
タ
ー
名

常
盤
平
・
稔
台
・

東
部
・
小
金

原
・
馬

橋
・
古
ヶ
崎
・
五
香
・

小
金
・
明
・
六
実
・
新
松
戸
・

馬
橋
東
・
小
金
北
・
松
飛
台
・

二
十
世
紀

が
丘
・
八
柱

頸

地
域

振
興
課
施
設
係

千

葉
県

中
小

企

業
振

興
融

資

資
金

の

一
部

改
正

改
正
時
期
４

月
１
日
か
ら

改
正
内
容

①
設
備
資
金
＝
限
度

額
二
千
万
円
以
内
↓

五
千
万
円

以
内
、
期
間
七
年
以
内
↓

十
年

以
内
②
運
転
資
金
＝
千
五
百
万

円
以
内
↓

二
千
万

円
以
内

固

松
戸
商
工
会
議
所
｀
6
4－
3

1
1
1

番

譲
り
ま
す

【
家
具
】
◆

シ
ン

グ
ル

ペ

″

ド
無
料
◆

ダ
ブ
ル

ベ

″
ド
無

料
◆
籘

製
ド
レ

″
サ
ー
ハ

千

円
◆

電
話
台
五
千
円

【
電
気
製
品
】
◆
い
す
型
マ

ッ
サ
ー
ジ
機
無
料
◆
ス

ピ
ー

カ
ー
五
千
円

【
子
供
用
品
一

◆
小
学
生
用

学
習
机
千
円
◆
自
動
車
用
補

助
い
す
三
千
円
・
五
千
円
◆

ベ
ビ
ー
バ
ス
無
料
◆
よ
ろ
い

か
ぶ
と
飾
り

無
料

【
ス
ポ
ー
ツ

・
楽
器
】
◆
ト

レ

ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ー
ン
五
千

円
◆
ス
キ
ー
用
キ
ャ
リ
ア

バ

ッ
グ
無
料
◆

登
山
用
キ
ャ
ラ

バ
ン

シ
ュ
ー
ズ
（
二
十
六
惣
）

無
料
◆
ス
キ
ー
ウ
ェ
ア
（
男

性
用
Ｍ
サ
イ
ズ
）
無
料
◆
ス

不用品情報
キ
ー
用

グ
ロ
ー
ブ
（
男
性
用

Ｍ

サ
イ

ズ
）
無
料
◆
キ
ャ
ン

プ
用
フ
レ
ー
ム
ザ
ッ
ク
無
料

◆
寝
袋
無
料
・
一
万
円
（
冬

物
）
争
エ
レ

ク
ト
ー
ン
五
千

円
◆
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
無

料
◆

フ

ォ

ー

ク

ギ
タ

ー
無

料

【
日
用
雑
貨
一

◆
⑩
Ｆ

Ｆ
ガ
ス

ス
ト

ー
ブ

無
料

二

点
◆

Ｌ

Ｐ

ガ
ス

ス

ト

ー

ブ
五

千
円

◆

訶

人
用
ス
テ
ン
レ
ス
製
つ
え
千

円
◆
ポ

ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
千

円
◆
和
服
用
キ
ャ
リ
ン
グ
バ

ッ
グ
千
八
百
円
◆

牛
皮
ビ
ジ

ネ
ス
シ
ョ
ル
ダ
ー
バ
ッ
グ
五

千
円
◆

ビ
ジ
ネ
ス
初
級
英
会

話
テ
ー
プ
ニ
十
四
巻
八
千
円

◆
中
学
生
用
百

科
事
典
二
千

円
◆
ぺ
ッ
卜
（
猫
用
ゲ
ー
ジ

五
千
円
◆

パ
ン
ダ
ぬ
い
ぐ
る

み
三
千
円

惠
ハ
ガ
キ
に
希
望
品
名
・
価

格
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
（
昼
間
）
を
明
記
し
て
、
４

月
2
5日
出
〔
当
日
消
印
有
効
〕

ま
で
に
、
〒
ｍ
Ｊ
松
戸
市
根
本

三
八
七
－

五
松
戸
市
役
所
消

費
生
活
課
消
費
生
活
係
へ

※
相
手
の
紹
介
は
、
月
末
に

抽
選
し
、
当
選
者
に
電
話

連
絡
し
ま
す
。
紹
介
後
は

自
主
交
渉
と
な
り
ま
す
。

○

次
回

掲
載

分
の

申
し

込
み

品
物
を
譲
り
た
い
人
は
、

電
話
で
４

月
2
4日
出
ま
で
に

申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
価

格
は

一
万

円
ま
で
で
す
。
原

則
と
し
て
衣
料
品

、食
料
品
、

自
転
車
は
扱
い
ま
せ
ん
。

蠢
消
費
生
活
課
消
費
生
活
係

保
健
衛
生

Ｄ
Ｐ
Ｔ
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
日

せ
き
・
破
傷
風
混
合
）
ワ
ク
チ

ン
個
別
接
種

会
場
・：
市
内
の
委
託
医

療
機

関
対

象
：
二

期
＝

生
後
三
ヵ
月

～
四
十
八
ヵ
月
未
満
の
人
で
、

三
回
接
種
し
ま
す
。

※
生
後
四
十
八
ヵ
月
～
七
十
二

ヵ
月
未
満
の
人
や
百
日
せ
き
に

か
か

っ
た
こ
と
の

あ
る
人
は
、

Ｄ
Ｔ

（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風

混
合
）
で
接
種
し
ま
す
。
二
期

―

一

期
終
了

後

十
二

ヵ
月

～

十
八
ヵ
月
の
間
に

一
回
接
種
し

ま
す
。

申
し
込
み
を
す
る
人
上
（
歳

未
満
の
人
で
、
一
期
（
三
回
）
、

二
期
（
一
回
）
を
接
種
し
て
い

な

い
人
で
問
診
票
を
持
っ
て
い

な

い
人申

し
込
ま
な
く
て
も
よ
い
人

・
上

期
＝
平
成
２

年
1
0月
１
日

～
３
年
１
月
3
1日
生
ま
れ
の
人
。

二
期
儿
ｍ
和
6
2年
８

月
１
日
～

1
1
1
1
1
1

月
3
0日

生
ま
れ
の
人

申
し

込
み
要

領

蠢
保
健
衛
生
課
予
防
衛
生
係

愛
の
献
血

冊2
9

7 １ク
』
恥

期
日

三
菱
銀
行

新
松
戸
支

店 Ｊ
Ｒ

松
戸
駅

東
口 会

場

午
前
１０
時

Ｓ
午
後
４

時 午
前
１０
時

～
１１
時
3
0

分
と
午
後

１
時
～
４

時
時
間

松
戸
ユ
ー

カ
リ
ラ
ィ

ォ
ン
ズ
ワ

ラ
ブ

松
戸
市

主
催

蠢
健
康
管
理
課
業
務
係

市役所・支所

連絡先

●市 役 所(66)1111

●常盤平支所(87)2131

●小金 支 所(41)5101

●小金原支所(44)4151

●六 実 支 所(85)0113

●馬 橋 支 所(45)2131

●新松戸支所(43)5111

●矢 切 支 所(62)3181

●東 部 支 所(92)3061

救急医療体制
健康保険証を忘れずに

卜 夜間急病診療所(毎日)

午後8時~11時衛生会館内

……………S68-3756 番

◆待機病院(毎日)･ 午後5時～午前9時

テレ ホンサービ ス……………………S66-00103

◆緊急休日在宅当直医･午前9時～午後5時

テレホンサービス……………………S66-0010 番

◆休日土曜日夜間歯科診療所･午後8時～11時

衛生会館内……………………………S65-3430H



第７５３ 号

松戸
の

野鳥

シジュウカラ

黒い頭 白いほお

のどから腹までの黒い

線

全長15cm

翼開長22cm

見られる所…林やその

周辺

代表的な林の鳥で、軽快に枝先を伝って

えさを探し、時には地上にもおりる。主食は

昆虫だが、冬は木の種子などを足でおさえて

くちばしで割って上手に食べたりする。早春

から梢（こずえ）でツピー、ツピーとさえず

り巣作りを始めるが、木の穴のほか人工の巣

箱などもよく利用する。市内では１年中見ら

れ、一時数が減っていたが最近は増えている。

ズバリ！減るでしょう

壁新聞でごみ減量をPR

壁新聞で 子どもたちに、ちらし で企業にご み減量をPR

ご みを 減ら す 課で は、 子ども た ちにもご み減 量を 理解

し ても ら おうと 、 壁 新聞「 松戸 市 子どもご み減ら し 新聞 」

を1,000 部作り､ 市内小 ・中 学 校を はじ め、 高等 学 校・幼

稚園な ど に配り まし た 。

また 、企 業 努力 のご み減 量を お 願い する 、 事業 所向 け

ちらし「松戸ごみ減らしＶＯｌ.２」もでき上がり、ごみ減

量 への 協力 を呼 び 掛け ていき ま す。

待望の北総線開通
東京への新しい足として、北総線（新鎌ヶ

谷駅～京成高砂駅間）が開通し、３月31日か

ら営業を開始しています。

３月30日には、東松戸・矢切の両駅で関係

者を集め、開通式が行われました。

市内には、松飛台・東松戸・秋山・矢切の

４つの駅ができました。

開通式司教のため東松戸駅から矢切駅へ向かう電車

開
通
式
で
の
く
す
玉
割
り
（
東
松
戸
駅
で
）

僕
ら
は

新
一
年
生

集団で下校(相模台小学校で)

今年、市内の小学校に入学した子どもたちは、

約5,400人。

１年生の皆さん、もう学校に慣れましたか？

早く先生や友達と仲よくなって、楽しく勉強し

ましようね。

ま
つ
ど
文
学

散
歩
圉

井

上

ひ
さ
し

戯
曲
「
小
林
一
茶
」

し
ゃ
れ
た
ユ
ー
モ
ア
と
痛
烈
な
風
刺
を

ミ
ッ
ク
ス
し
た
人
情
劇
…
、
隣
り
ま
ち
市

川
の
住
人
・
井
上
ひ

さ
し
の
作
品
に
は
、

ち
ら
り
ほ
ら
り
と
松
戸
の
地
名
が
登
場
し

て
き
ま
す
。

中
で
も
、
井
上
ひ

さ
し
江
戸
三
部
作
の

ひ

と
つ
と
し
て

、
一
九
七
九
年
に
紀
伊
国

屋
ホ
ー
ル
で
上
演
さ
れ
た
戯
曲
「
小
林
一

茶
」
で
は
、
馬
橋
居
住
説
も
あ
る
小
林
一

茶
を
主
人
公
に
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

作
品
は
、
井
上
ひ
さ
し
特
有
の
凝
っ
た

楽
し
め
る
構
成
と
な
っ
て

お
り
、
伝
記
劇

で

あ
り
、
意
外
な
ど
ん
で

ん
が
え
し
の
あ

る
推
理
劇
で

あ
り
、
俳
句
か
ら
見
た
日

本

論
・
日
本
人

論
で
も
あ
り
、
痛
烈
な
中
央

集
権
批
判
、
都
会
批
判
の
ド
ラ
マ
と
も
な

っ
て
い
ま
す
。

竹
里

待
て
よ

、
そ
う
だ
。

（
卜
大
声
で

叫
ぶ
）
大
川

油
屋
だ
／

弥
太
郎

（
竹
里
の
囗
を
塞
い
で
）
竹
里
さ

ん
が
大

声
を
出
す
こ
と

な
い

じ
ゃ
な
い
か
。

竹

今
夜
は
お
れ
の
と
こ

ろ
へ

泊
れ
。
で

、
明
日

の
朝
、
い
っ
し

ょ
に
馬

橋
へ
行
く
ん
だ
。

弥

馬

橋
？

竹

松
戸
宿
の
先
の
宿
場

よ
。
そ
こ
に
大
川
屋

と

い
う
下
総
で
も
一
と
い

っ
て
二
と
な
い

、
問
屋

と
小
売
見
世
を
兼
ね
た

大
き
な
油
屋
が
あ
る
。

旦
那
は
俳
号
を
大
川

立

砂
と
い
っ
て
ね

、
底
抜

け
の
善
人
だ
。
そ
の
お

人
柄
が
句
に

も
あ
ら
わ

れ
て
、
決
し
て
う
ま
く

は
な
い
が
、
し
か
し
大

き
な
句
を
よ
む
よ
。
な

あ
弥
太
郎
、
吝
嗇
の
書

道
家
の
と
こ
ろ
で

び
く

び
く
し
て

暮
す
よ
り
ず

っ
と
い
い
と
思
う
ん
だ

が
、
ど
う
だ
い
。

（
中
略
）

弥

ご
は
ん
を
き
ち
ん
と

た

べ
さ
せ
て
く
れ
る
ん

だ
ろ
う
か
。

竹

朝

茶

漬

一
日

二

食
お

や

つ

芋

。

弥

し

め

て
四

食
か

。

竹

草
履

か
ら

制
服

ま
で

貸
す

老

舗

哉

。

弥

よ

さ
そ

う

な
お

店

だ

な
。

で

も
・
：

竹

経

験

を

問

わ
ぬ

心

の

広

さ
哉

。

弥

ど

う
し

ょ
う

か

。

竹

俳

諧

師
に

成
り

た

き

者
と
て

拒

ま

れ

ず

。

弥

こ

こ

が

一

生
の

分

れ

道
だ

な

。

竹

年
季

明
け

に

暖

簾
分

け

す

る

あ

り
か

た

さ

。

弥

で

も

お

師
匠

さ
ん
に

悪

い

か

な

。

竹

下

女

た
ち

も
美

人

揃
い

の

花

の

見
世

。

弥

そ

れ

な
ら

決
め

た

、（

竹
里

と

同

じ
調

子

で

）

葛

飾

も
住

め

ば

都
ぞ

直

ぐ

発
た

む

。

竹

け

っ
こ

う
な

こ

と
け

っ
こ

う

な
こ

と

。

（
「

小

林

一
茶

」
）

（
市

立

図
書

館

）

馬橋の柏日庵(大川)立砂の居宅跡

あなたの撮っ たスナップ 写真

(街の話題･身近な出来事など)

をお寄せ下さい。採用の方に

は記念品を差し上げます。

広報課

スナップショット
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